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研究成果の概要（和文）：「アラブの春」は民主化の可能性を垣間見させるとともに、アラブ社会の脆弱性を露
呈させた。本研究では、このアラブ社会の脆弱性を、貧困に焦点を当てて歴史的、構造的に明らかにするため、
アラブ諸国、とりわけエジプトとヨルダンにおける社会経済統計の長期時系列データとGDP推計を可能にする人
口を中心とした網羅的なマクロ・ミクロの統計群を収集し、そのデータベース化を計った。分析の中心は、貧困
と直結する労働市場における雇用構造と失業状況を国、地域、村レベルで分析することである。現在、それらの
データ・情報の解析を進め、その成果の一部はすでに学会報告や学術雑誌への投稿などで公表している。

研究成果の概要（英文）：“Arab Spring” showed the possibility and limitation of the democratization
 of the Arab societies. The aim of this project is to make a multi-dimensional analysis on the 
poverty, since the poverty is a phenomenon that most clearly reflects the structural weakness of the
 society concerned. The works of this project is to make a database for the empirical study on the 
poverty in Arab countries; especially Egypt and Jordan, and to make an analysis from multi-aspects, 
being based on it. For this aim, the project concentrated its work in collecting not only macro data
 published by the Government, but also household-based micro data by social surveys in the smallest 
unit of administration: village and towns for case studies. Part of research results based on the 
collected household-based micro data has already been published.

研究分野： 複合新領域
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2004 年以降、本研究グループは、一橋大学
とエジプト、ヨルダン、イエメンの統計局と
の間で結ばれた学術協定のスキームのなか
で、当該 3 カ国の統計局と共同調査･研究を
行なってきた。この共同調査・研究は「ジャ
パニーズ・プロジェクト」として認知され、
各国統計局での統計データ、地理情報の収集
と多くの都市と村での社会調査がなされつ
つあった。本研究プロジェクトは、この流れ
を加速し、それまで体系的になされてこなか
った 3カ国の基礎的な社会経済データと情報
を収集・整理し、そのデータベース化を目指
す一環として企画された。そのための研究テ
ーマとしては貧困を取りあげたが、それは、
貧困が政治、経済、社会にまたがり、アラブ
社会の脆弱性を集約的に示す多元的な現象
であり、「アラブの春」を総括するためにも
相応しいテーマであると考えたからである。 
 
２．研究の目的 
「アラブの春」は民主化の可能性を垣間見さ
せるとともに、アラブ社会の脆弱性を露呈さ
せた。この脆弱性はアラブ社会経済の在り方
に根差している。本研究は、このアラブ社会
の脆弱性を、貧困に焦点を当て、歴史的、構
造的に明らかにすることを目的とする。貧困
を取りあげるのは、そこに社会の脆弱性が集
約的に現れる多元的な現象だからである。そ
して、そのためには、アラブ社会の住民の社
会経済生活や彼らの意識構造に関する基礎
的なデータ・情報を蓄積し、それを分析する
手法を編み出さねばならない。日本はこの点
において、世界に後れを取っている。本研究
はこの遅れを解消し、日本に本格的な社会科
学的なアラブ地域研究を根付かせようとす
るものである。 
 
３．研究の方法 
貧困は政治、経済、社会にまたがる多元的な
現象である。そこで、その分析のためには、
多様なデータ･情報を収集するとともに、そ
れらを多角的な視角から関連付けて分析す
る手法を編み出さねばならない。そこで、資
料面では、１）政府作成のマクロ統計、２）
独自な社会調査で収集した世帯・個人単位の
ミクロ統計、３）社会調査での聞き取り調査、
４）衛星画像を含む地理情報、５）村に保存
されている地方文書など、多様な資料を収
集・整理した。とりわけ意を用いたのは、１）、
２）、そして４）である。そして、これらの
データ・情報を関係付ける手段として時系列
統計分析、地理情報システム（ＧＩＳ）を駆
使し、貧困の歴史的、構造的、空間的分析を
行った。 
 
４．研究成果 
当初に研究対象として予定していたエジプ
ト、ヨルダン、イエメンの３カ国のうち、イ
エメンは内戦状況が続いたため、研究対象か

ら外さざるをえなかった。しかし、エジプト
とヨルダンについては、期待していた以上の
研究成果を得ることができた。収集したデー
タ・情報のデータベース化とウェブサイトで
の公表については、現在、準備中である。研
究成果については、概ね次の二つのテーマに
分類できる。第一は、貧困についての一般的
な分析であり、第二は、村など特定のミクロ
空間を取り上げ、事例研究という形での貧困
の分析である。それぞれの代表的な成果は、
「主な発表論文等」のうち、第一については
雑誌論文 1) 、3）、4）、7）、13）、14）、17）、
19）、21)であり、第二については雑誌論文 2）、
11）、15）、16）、18）、図書 2）、3）である。 
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